
名 張 市 令和８年５月１２日（火）

悩みや不安なことも支え合いでなんとかなる。
人のつながりやあたたかさ、

そして、市民から生まれるさまざまな活動がまちの自慢です。

チャレンジをしたい人や元気になりたい人はぜひ名張へ。
名張の市民が「なんとかなるなる」の精神で受け入れます。

地域福祉(活動)計画にかかる各施策の取組状況
「地域共生社会」から「語れるまちなばり」へつなぐ

資料４
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基本目標

第５次名張市地域福祉(活動)計画の推進体系と各施策の取組状況

推進項目 （取組の柱）

・様々な課題を包括的に受け止める相談
支援体制（重層的支援体制）の整備・拡充

・多機関協働による包括的支援体制の充実

② 誰ひとり取り残さない
見守り支援体制の整備

① 包括的な相談支援体制
の強化

取組の方向性

・地域の孤立防止に向けた見守り支援体制
の整備
・新たなニーズへの対応力の向上

・地域活動や福祉サービス等の情報発信
の充実

・地域福祉の現状への理解の深化・促進

① 地域福祉活動の情報発信
・啓発等の推進

② 地域福祉を支える人材の
育成・参加促進

・地域活動を行う人材の育成・確保の促進
・福祉教育の推進
・ボランティアセンター機能の強化

③持続可能な地域福祉推進に
向けた事業・組織の変革

・団体等への支援機能の強化
・次世代の担い手への円滑な継承
・地域福祉を推進するための財源の確保

多様な主体の
参画と協働

ネットワーク
づくり

「つながる」を
意識

人と組織を
はぐくむ

③ 地域福祉推進の共創基盤
（プラットフォーム）づくり

・社会的処方による支援機能の充実
・多様なつながりの場づくりの推進
・地域ニーズと社福法人等とのマッチング

基本目標①

基本目標②

各施策の取組状況

・民生委員児童委員の日活
動強化週間

2

・Nabaりnk
（子ども若者のための

第三の居場所）



① 安心・安全に暮らせる
環境の整備

・「地域あんしんねっと」の推進
・災害ボランティアセンター機能の整備
・地域ささえあい活動の推進
・住宅確保要配慮者への居住支援等の推進

② 誰もが生きがいや役割を
持てる社会参加の支援

・地域の多様な居場所の創出・見える化
・公共の場や身近な生活空間でのつながり
づくりの推進

・介護予防・健康づくりの強化
・生きがいや就労機会の創出

場・環境
づくり

誰もが「安心」や
「つながり」を実感

・包括的な相談支援体制の確保・拡充
・住宅確保要配慮者に係る住居確保支援
の取組等の推進

・安心して暮らせる地域づくりの推進
・つながる（断らない）相談支援の強化
・啓発や研修を通じた周知活動の推進
・若い世代への相談機関の情報提供

・権利擁護支援、成年後見制度の
利用促進

・法人後見事業の推進
・担い手育成・活動支援の充実

自殺対策の推進（自殺対策計画）

基本目標③

基本目標④

再犯防止等の推進（再犯防止推進
計画）基本目標⑤

成年後見制度の利用促進
（成年後見制度利用促進基本計画）基本目標⑥

基本目標

第５次名張市地域福祉(活動)計画の推進体系と各施策の取組状況

推進項目 （取組の柱） 取組の方向性 各施策の取組状況

・ともにかんじるつながるフェスタ
・福祉避難所開設運営訓練
・福祉避難所への防災倉庫設置、備
品搬入
・地域防災取組
・介護予防事業
・介護予防×民間事業者
・地域の見守り活動推進事業
・地域×専門職×民間事業者×行政
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・若者世代への啓発活動
（名張青峰高校文化祭）



多様な主体の
参画と協働

ネットワーク
づくり

Nabaりnk（子ども若者のための第三の居場所）

放課後や休日に、子どもや若者が気軽に集うことができる居場所、家や学校に居づら
さを感じている子どもが安心して過ごすことができる居場所をつくる

目的

（１）困難を抱える子どもの支援
（２）表面化していない困難を抱える子ども・若者のアウトリーチによる早期発見
（３）子ども・若者からの市や地域への意見表明
（４）多世代間交流の促進
（５）学校に行きづらさを抱える子どもの居場所

場所 名張市総合福祉センターふれあい３階（名張市丸之内７９）

市内在住もしくは市内の高校・高専・事業所
に通う若者（16～25歳までの20名）で構成
・Nabaりnkの広報・ＰＲチーム（6名）
・イベントの企画運営チーム （7名）
・Nabaりnkの施設運営チーム （13名）
・事業所への協力交渉チーム （6名）
を組織してチームで活動
また、Nabaりnkの各部屋の係を決めて、
部屋の運営に携わっていく

Nabaりnk実行委員会

な ば り ん く



多様な主体の
参画と協働

ネットワーク
づくり

Nabaりnk（子ども若者のための第三の居場所）

な ば り ん く



「つながる」を
意識

人と組織を
はぐくむ

「民生委員・児童委員の日 活動強化週間」啓発活動
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日時：５月10 日（日）10：30から１時間程度
場所：イオン名張店、MEGA ドン・キホーテUNY

名張店スーパービバホーム名張店、万代名張店
マックスバリュ名張店、マックスバリュ桔梗が丘東店
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ともにかんじるつながるフェスタ2025開催
～ 名張市共生地域デザイン会議2025年度啓発事業 ～

昨年まで開催の障害への理解を深めるための映画上映会を、
「もっと障害のことを知りたい。ふれあう機会をもっと作ってほし
い。」、「自分にも何かできることがあるかもしれない。」といった
声をいただき、令和７年度は、障害のある方が普段活動されて
いる様子や作品を見て、知って、「かんじて」いただける参加型
イベントを開催しました。

今回のイベントでは、障害者スポーツ体験、盲導犬の役割紹
介、福祉事業所の作品展示、野菜、お菓子、パンの販売、コー
ラスや樽太鼓の演奏など、体験や交流を通して楽しみながら
障害への理解を深め障害がある人もない人も「ともにつな
がっていく」きっかけづくりとして開催し、２７６人の方に参加し
ていただきました。

誰もが「安心」や
「つながり」を実感

場・環境
づくり

フェスタ開催風景



「つながる」を
意識

人と組織を
はぐくむ

令和７年度福祉避難所開設運営訓練

1. 概 要
南海トラフ地震を想定した避難行動要支援者等への避難支援について、福祉避難所開設運営訓練を
実施して、市災 害対策本部からの開設要請～開設～避難者の受入れに係る一連の行動を検証すると
ともに地域、社会福祉施設、市の 連携の強化を目的として訓練を実施しました。

２． 実施時期・場所
令和８年１月２７日（火）、名張特別養護老人ホーム

３. 訓練参加者
（１）三重県（ＤＷＡＴ（保健師チーム）、県社協）
（２）名張市
（３）名張市福祉法人連絡会、名張特別養護老人ホーム
（４）講評 三重大学 水木准教授に依頼

４． 訓練内容
令和８年１月２４日午前９時に本市で震度６弱の地震が発生したという想定で、発災３日後、指定避

難所である美 旗市民センターの要配慮者スペースに避難中の要配慮者の移送の要望を受領した市
災害対策本部より福祉避難所である名張特別養護老人ホームに対する福祉避難所開設及び避難者の
受け入れ要請に基づき、同施設において福祉避難所の開設、避難者の受け入れ等に係る一連の行動
を訓練しました。
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「つながる」を
意識

人と組織を
はぐくむ

福祉避難所開設運営訓練状況
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要配慮者の状態の聴取調査 職員による避難スペースの開設

避難スペースへの誘導 講評（三重大学水木准教授）

〇三重県からの訓練参加、伊賀市からの研修者受入れ等含め約７０名が本訓練に参加しました。

施設職員の所見発表避難者の受付・状態確認



「つながる」を
意識

人と組織を
はぐくむ

福祉避難所への防災倉庫の設置、備品の搬入

10

1. 設置日時
倉庫設置 令和７年１１月２１日

物資搬入 令和８年 １月１９日

２． 設置場所
福祉避難所となる８法人につき各倉庫１を配備

３ ．配備物資等
倉庫の容積の関係から介助者を含めた概ね６組程度分を基準として備品等を配備
（災害時、不足分は市から追送予定）

品目 数量 備考

段ボールベッド ２ 要配慮者用
簡易ベッド ６ 介助者・要配慮者用

段ボール間仕切り ２
ワンタッチパーティション ６

毛布 ２０枚
大人用おむつ ２袋 Ｍサイズ、Ｌサイズ
防災食 １００食 高齢者用のおかゆなど
水 ２箱 ２Ｌ×６本

簡易トイレ ２箱 凝固剤で固めるトイレ

法 人 名 施 設 名

１ 名張育成会 名張育成園 成美

２ 弘仁会 特別養護老人ホーム国津園

３ 名張厚生協会 名張特別養護老人ホーム

４ グリーンセンター福祉会 グリーントピア名張

５ 東海宏和福祉会 特別養護老人ホームもみじ山荘

６ こもはら福祉会 特別養護老人ホーム第３はなの里

７ おきつも福祉会 特別養護老人ホームゆう

８ 名張社会福祉協議会 総合福祉センターふれあい

倉庫を設置した法人・施設 配備物資等

各施設に新設した倉庫



○民間事業者の強みを生かした介護予防事業の実施

⇒多様で魅力的な事業による市民の参加意欲の向上に期待

○多様な通いの場を整備

⇒高齢者を支える新たな通いの場としての役割を民間事業者に期待

○高齢者の視点から地域公共交通を考える取組 ⇒介護予防事業の成果向上に期待

誰もが「安心」や
「つながり」を実感

場・環境
づくり

介護予防事業における民間事業者との連携



○ 平成２１年から続けている協定に基づく見守り活動を拡大し、広く民間事業者の参画を依頼
⇒生活基盤サービスを担う民間事業者だからこそ気づける市民の変化を捉え、必要に応じて支援に繋げる

○ 令和８年１月２９日（木）には、当該事業の機運醸成を図るためキックオフセミナーを開催
⇒約３０名の参加があり、異業種交流が図られ、様々な連携の可能性を確認。

《広報なばり（R8.1）による事業の特集記事》 《キックオフセミナーの開催状況》

誰もが「安心」や
「つながり」を実感

場・環境づくり 地域の見守り活動推進事業



○講義
『福祉を地域にひらくデザイン思考』

～面白いを入り口に！わくわくする企画力を高める取組に～

講師：松崎亮氏

宮崎県三股町社会福祉協議会

コミュニティデザインラボ 所長

○ワークショップ
『名張の困りゴト「大喜利」』 ～一緒に考える 名張の未来～

ファシリテーター：水谷祐哉氏（ みえ社会的処方研究所 代表）

ちょっと気になる『もやもや（困りごと）』

⇒『わくわく』する企画に変えてみる

⇒『やるやる』のつながりづくりへ

誰もが「安心」や
「つながり」を実感

場・環境づくり

地域×専門職×民間事業者×行政
～地域福祉の連携推進～



基本目標④

自殺対策の推進
（自殺対策計画） 若者世代を啓発活動
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《令和7年度実施の取組》
○若者世代への啓発活動（名張青峰高校文化祭） 9月12日開催

上野病院：ストレスチェックとアドバイス
伊賀保健所：リーフレットやティッシュの配布による啓発
名張市役所：インボディ測定（筋力・体脂肪等の測定）

○こころのサポーター養成講座 1月29日開催
まちの保健室職員 28名受講

《令和８年度実施予定の取組》

○若者世代への啓発活動：伊賀保健所と協働で実施予定。
○小中学校に対して「ＳＯＳの出し方教育」の案内。依頼があれば実施。
○図書館に「こころのコーナー設置」（自殺対策強化月間（3月）に予定）
○こころのサポーター養成講座 ６月9日開催予定

障害者福祉部会に属する民生委員児童委員
３年間の任期ですべての民生委員児童委員受講予定


